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明倫小 魚﨑　祥奈 53

諏訪小 高取　拓三 55

柳小 谷田　有輝 57

　１　話すこと・聞くこと 日吉小 奥出　卓巳 59

田代小 望月　健太郎 1 鶴舞小 兼平　康成 61
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人と人の心を結ぶことばの担い手を育む

名古屋国語教育研究会会長

竹 内 義 信

ことばを大切にして楽しく読む。これが、国語科で文学作品を取り上げる際の大前提で

す。ことば一つ一つが、どれほど豊かで感情に根ざしたものであるか。そうしたことばに

よって掻きたてられた想像力によって描いた虚構の世界が、どれほど豊かで広やかなもの

であるか。そこに描かれた虚構の世界を一視点人物として生きることが、どれほど楽しく

意味のあることか。こうしたことばの調べを一人ひとりに体験させるような読むことの授

業がしたい。そんな思いで、今日まで38年間、走ってきました。

私事で恐縮ですが、兵庫教育大学に通うようになって２年目、忘れることのできない出

来事がありました。夏の日、娘が、「はやく、いちねんせいになりたいなぁ」と言いに来

ました。私は、買ってもらったばかりのランドセルを早く背負って学校に行きたいのだろ

うか。それとも、いつもけんかばかりしている兄だけど、やっぱり一緒に学校に行くのが

楽しみなのだろうか。それとも、勉強を楽しみにしているのだろうか。そんなことを考え

ながら、「どうして？」と聞き返しました。すると、「だって、パパがひょうご(兵庫)にい

かなくなるもん」と、思ってもみない答えが返ってきました。いつもは、「パパなんてい

なくてもへいき。だってママがいるもん」、そんな憎まれ口をたたき、電話をしてもたま

にしか代わらない娘だけに、そのことばは、とても意外でした。何より、「はやくいちね

んせいになりたい」理由が、「パパがひょうごにいかなくなる」からというのは、あまり

にも論理に飛躍とひずみがあります。しかも、娘がそのような気持ちでいたことに、私は

全く気付いていませんでした。娘がそう思ってくれたことをうれしく思う反面、自分の身

勝手でそのような思いをさせていたことを知り、申し訳ない気持ちで一杯になりました。

このように、発信者の思いが凝縮されたことばは、時として、受信者に計り知れない衝撃

を与えるものです。

かつて、大学紛争は、「世紀の断絶」ということばを生みました。それはとりもなおさ

ず、ことばによる世代間のディスコミュニケーションでした。ことばがことばを飾り、こ

とばの綾が上辺をかいなでる。人の言葉尻を捉えることが多くなり、他人に対することば

が尖るようになると、人はことばを濁すようになる。人と人の心を結ぶはずのことばが、

人を疎外し、ことばの担い手である人の心を離れて一人歩きを始めたのです。「ポスト真

実」の時代と言われる今も、また同じように、「ことばによる異なる立場との断絶」が起

きているのではないかと危惧してなりません。

さて、今年度も大勢の先生方の研究をこの冊子に集録することができました。しかし、

残念ながら緊急事態宣言再発令下、研究発表会は中止せざるを得ませんでした。学習会に

参加してくださった皆さんには、大変申し訳なく思っています。ただ、こうした中、地道

に実践をし続け、こうして成果と課題をまとめあげた皆さんの功績は、コロナ禍にあって

も、成長という歩みを止めることのない子どもたちの最大の理解者として称賛に値します。

これからも引き続き、名古屋の子どもたちの生きる力となり得る「未来に生きることばの

力」を育むために、ご尽力ください。皆さんのますますのご活躍を心から祈念いたします。

最後に、研究発表会は開催できませんでしたが、名古屋市教育会のご後援をいただき、

本事業を終えることができましたことに対し、心からの謝意を表します。
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